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① 小５・６児童
質問内容
・現在スポーツや文化芸術活動を行っているか ●活動している：67.7％

・活動の内容［上位３位］ 水泳：16.2％、サッカー：12.7％、軟式野球：7.5％
硬筆：17.9％、ピアノ：14.9％、書道：12.9％

・中学生になったら活動を続けたいか ●続けたい：41.4％、違う活動：30.7％

・中学入学後の希望種目（現在と違う活動を望む児童）［上位３位］
バドミントン：18.3％、バスケットボール：14.5％、陸上競技：13.2％
吹奏楽：11.0％、ダンス：10.1％、美術：9.7％

・中学入学後の希望種目（現在活動していない児童）
バドミントン：17.1％、卓球：10.9％、バスケットボール：10.7％
パソコン：11.5％、美術：9.7％、家庭科：8.3％

部活動地域移行に関するアンケート調査結果〈概要〉
［目 的］ 部活動の地域移行の必要性、課題、対応の方向性を検討するにあたり、その基礎

データとなる児童生徒・保護者・教職員の意向を捉える。
［調査期間］ 令和４年10月１日～11月 11日
［対 象］ ①小５・６児童 ：9,273 人／9,632 人（96.3％）

②中１・２生徒 ：7,603 人／8,342 人（91.1％）
③小５・６保護者 ：2,595人
④中１・２保護者 ：2,050人
⑤中学校教員 ：1,168 人／1,221 人（95.7％） ※公立学校対象

② 中１・２生徒
質問内容
・現在学校部活動等に所属しているか●学校部活動78.3％、学校部活動と地域クラブ等の両方6.4％

地域クラブ等 4.3％、未所属 11.0％
・部活動の内容［上位３位］

（運動部）バスケットボール：11.5％、陸上競技：10.4％、バレーボール：9.2％
（文化部）吹奏楽：11.6％、美術：6.5％、英語：2.7％

・部活動に入部した理由 ●活動が楽しいから：54.2％、
友達と活動ができるから：49.3％、
上手になりたいから：48.9％、
試合に勝ったり賞をとったりしたいから：26.9％
希望する種目の活動がなかったから：12.2％

・部活動に所属して良かったこと ●活動が楽しい：67.1％
友達ができた：56.5％
体力・忍耐力がついた：53.0％

・部活動に所属して困ったこと ●学業との両立が難しい：37.9％
生徒や指導者との人間関係：25.7％
練習日数や時間が多い：19.6％
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・合同チームで活動して困ったこと ●特になし：58.3％
合同の練習時間が少ない：14.7％
合同の練習場所への移動：11.9％

・地域クラブ等で活動する際に心配すること ●特になし：41.0％ 移動：30.3％

・休日に地域で活動してみたい違う内容（部所属生徒）［上位３位］
バドミントン：22.7％、バスケットボール：17.7％、バレーボール：15.8％
ダンス：13.2％、写真：7.5％、吹奏楽：7.1％

・活動してみたい内容（未所属生徒）［上位３位］
バドミントン：14.9％、バスケットボール：11.6％、ライフル射撃：11.4％
ダンス：12.2％、写真：10.6％、美術：9.9％

・やってみたい活動ができる地域クラブ等があれば入りたいか ●はい＋どちらかといえばはい：63.6％
（未所属生徒）

③ 小５・６保護者
質問内容
・中学校の部活動を地域クラブ等が担うことについて ●賛成＋どちらかといえば賛成：63.5％

反対＋どちらかといえば反対：14.4％
分からない ：22.1％

・休日に子どもを地域クラブ等の活動に参加させたいか ●子どもの希望に任せる：71.3％
（中学校部活動が平日となった場合） 参加させたい ：23.5％
・休日の地域クラブ等の活動に係る月謝の妥当額 ●1,000 円以内：17.2％
（参加させたい保護者） 3,000円以内：52.7％

5,000 円以内：23.7％
・地域クラブ等が部活動を担うことについて期待すること ●専門的指導：55.3％

希望する種目の活動継続：50.4％
教員の負担軽減：44.5％

・地域クラブ等が部活動を担うことについて心配すること ●送迎の負担：66.7％
生徒や指導者との人間関係：53.3％
担う地域の受け皿があるのか：37.7％

④ 中１・２保護者
質問内容
・学校部活動を地域クラブ等が担うことについて ●賛成＋どちらかといえば賛成：53.4％

反対＋どちらかといえば反対：19.0％
分からない ：27.6％

・休日に子どもを地域クラブ等の活動に参加させたいか ●子どもの希望に任せる：69.6％
（中学校部活動が平日となった場合） 参加させたい ：23.2％
・休日の地域クラブ等の活動に係る月謝の妥当額 ●1,000 円以内：27.9％
（参加させたい保護者） 3,000円以内：50.6％

5,000円以内：17.3％
・地域クラブ等が部活動を担うことについて期待すること ●専門的指導：55.0％

教員の負担軽減：46.6％
希望する種目の活動継続：42.1％

・地域クラブ等が部活動を担うことについて心配すること ●送迎の負担：62.2％
生徒や指導者との人間関係：51.0％
担う地域の受け皿はあるのか：35.8％
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⑤ 中学校教員
質問内容
・現在の部活動の指導状況 ●顧問または副顧問：81.7％

・現在担当している部の指導について ●専門として指導できる（A)：41.2％
専門ではないが指導できる（B)：21.1％
指導ができない（C)：37.7％

・部活動の指導に負担を感じているか ●はい：63.1％ いいえ：36.9％

・どのようなことに負担を感じているか ●校務が忙しくて指導ができない：59.2％
専門的な指導ができない：56.8％
教材研究の妨げとなっている：54.3％

・学校部活動の課題と感じていること ●多忙化により、指導ができない場合がある：78.4％
異動により専門的な指導の継続が難しい：66.4％
専門的知識や指導技術の不足：61.5％

・教職員が部活動の指導を行うことに ●時間的、精神的に余裕がなくなる傾向：68.6％
ついての考え 生徒の成長がみられ、やりがいにつながる：51.3％

専門的に指導ができない教員が多く、生徒のニーズ
に十分に応えられない：48.1％

・部活動を地域クラブ等が担うことについての考え ●賛成＋どちらかといえば賛成：71.3％
反対＋どちらかといえば反対：17.9％

・地域の指導者として関わりたいか ●はい：19.8％ いいえ：80.2％

・地域の指導者として関わりたい理由 ●生徒の成長がうれしい：71.7％
指導することが楽しい：63.6％
生徒の違う側面が見られる：51.5％

・地域の指導者として関わりたくない理由 ●校務多忙のため：59.2％
家庭生活を優先させたい：50.8％
専門的な指導ができない：48.4％

※指導の専門性別の回答状況
専門として指導できる（A) はい：50.5％ いいえ：49.5％
専門ではないが指導できる（B) はい：63.8％ いいえ：35.2％
指導ができない（C) はい：75.8％ いいえ：23.3％

※指導の専門性別の回答状況
専門として指導できる（A) はい：32.8％ いいえ：67.2％
専門ではないが指導できる（B) はい：21.4％ いいえ：78.6％
指導ができない（C) はい： 8.5％ いいえ：91.5％


